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【キーワード】 核膜孔、 超解像顕微鏡、生細胞イメージング

【背景・目的】研究内容

【背景・目的】
一つの細胞を国家とすると核は政府と言える。政府の行政命令で社会活動が行われる。細胞内でも同じように、
核の命令の伝達で細胞が活動する。核膜孔複合体（Nuclear pore Complex, ＮＰＣ）は核の門番と言われ、東京の
霞ヶ関駅と中央省庁の出入り口（核膜孔）でICカード（核内外搬出シグナル）を持つ官僚（転写因子）をチェックする
役割を担う。私たちはこの核出入り口検査を行う門番を人工合成を研究目的としている。

【概要】
哺乳動物細胞ではすべての遺伝的情報は核内に存在
しているが、その遺伝情報は核膜という脂質二重膜構
造上に開いている核膜孔を通って細胞質に運ばれ、
これをもとに細胞・生体機能が維持される。また、転写
因子等のタンパク質もこの核膜孔を通じて核内外に移
行される。このように核内外の物質輸送の制御に関わ
る核膜孔は生物学的にみても極めて重要であることか
ら、特に、基本的な生命現象に必須であり、ダイナミック
な形態変化を伴う細胞分裂、細胞周期に注目した。

(1) NPCの集合と脱集合の分子機序の解明
(2) NPCの構造動態の観察
(3) 悪性腫におけるNPCの機能解析

【研究の特徴・コンセプト・理念】
方法として様々な種類の細胞を使い、最先端の顕微
鏡などを用いて解析を行っている。核の門番を自合成
することで、核を通過する物質を認識・選択することが
可能となる。このように新しいナノ細胞治療、すなわち
予防的な「精密と先制医療開発」につなげたい。
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